
（別紙３）

４　主要事業一覧

　　　　　　　　　　　　　※ 事業名の末尾に＊を付したものは地域振興局長の要望・提案反映事業

1
次代を支える農業担い手支
援事業費 *
[090601]

農村振興課 H30要求

2 農地有効活用推進事業費
[090602][090503]

農村振興課
農地整備課 H30要求

農政部

事　業　名
［事業改善シート番号］

事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

本県農業の持続的な発展を図るため、農家子弟の経営継承や県内外からの新
規参入者の誘致促進に取り組むとともに、就農後の定着、経営安定・発展に向
けた支援を体系的に実施します。

　・農業の魅力や就農情報の発信、相談活動による新たな担い手の確保
　　（新）中高生への動画等を活用した農業の魅力発信、高校生等を対象とし
　　　　　た研修会やアドバイスの実施により、若者の将来の就農を支援
  ・熟練農業者を「里親」とした新規就農希望者へのより実践的な研修や農業
　　大学校研修部において、意欲ある多様な担い手へ農業研修を実施
　・青年農業者、女性農業者及び中核的経営体等のスキルアップのための
　  研修や活動を支援
　　（新）若い女性農業者を対象としたスキルアップセミナー開催や支援事業等
　　 　　  により、将来の女性農業経営者としての発展を支援
　　（新）農村女性プランの推進に向けた研修等の実施
　　（新）農業トップランナーの魅力発信や雇用経営に向けた人材育成等を支援

*新規就農者数（45歳未満）：224人（H28）→250人（H30）
*中核的経営体数：8,998経営体（H28）→9,200経営体（H30）

（一部ふるさと農村活性化基金活用事業、一部ふるさと信州寄附金基金活用事業）

202,124 H29当初 231,184

地域農業の持続的発展及び生産性の向上を図るため、中核的経営体（担い手）
への農地の集積・有効利用等を進めます。

　・地域や集落における人・農地プランの実践・見直し等への支援や農業経
　  営の法人化、経営力の向上等を支援
　・遊休農地における新たな利用者の育成・確保、農産物の生産販売計画
    と一体的な遊休農地の再生・活用を支援
　・農地中間管理機構を活用し、担い手への農地集積・集約化と一体的に農
　  業生産基盤の整備を行う場合に支援
　  　・事業主体　市町村等
　　  ・補助率　　 6/10（中山間地域6.5/10)
　・前段事業を実施する中山間地域等において、市町村が地元負担金の全額
　  を負担する場合に支援
　  　・事業主体　市町村
　　  ・補助率　　 定額、1/2以内

　　*担い手への農地集積率：39％（H28）→42％（H30）
　　*生産性向上を図るための基盤整備を支援：９地区（H30)
　　*事業実施地区の担い手への農地集積率：68％（H30)

（一部ふるさと農村活性化基金活用事業）

204,197 H29当初 182,968

1



事　業　名
［事業改善シート番号］

事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

3

[090301][090306][090503]

農業技術課
農地整備課 H30要求

4
水田農業競争力向上推進
事業費
［090301］

*米の１等米比率の全国順位：2位(H28)→1位(H30)

*5ha以上の効率的な水田農業経営体数：615経営体(H28)→683経営体(H30)

農業技術課 H30要求

【新】

5
園芸県長野戦略品目拡大
推進事業費
[090401]

園芸畜産課 H30要求

革新的な農業生産技術開
発普及事業費

*革新的な農業技術・機械の開発数：0(H28)→9(H34)

*実証展示ほ場の設置：１箇所（H30）

65,224 H29当初 71,497

生産現場の「省力化」、「低コスト化」、「高品質化」を図るため、革新的農業技術
の開発・実用化や最先端技術の活用、農業分野にはない新たな経営改善手法
の導入を進め、信州農業のスマート化による「稼げる農業」の実現をめざします。

    　・トヨタ式カイゼン手法の導入により、経営の効率化に向けた支援を行うと
       ともに、そのノウハウを県内の農業経営体の指導に広く活用
      ・技術を有する民間企業、大学等と県関係機関がコンソーシアムを形成し、
　　   革新的技術の開発・実用化を推進することにより、生産性の向上と企業
　　　 的農業経営体の規模拡大・所得向上を支援
（新）・ICTを活用した農業用水管理システム（自動給水栓）の導入促進を図る
       ための実証展示ほ場を設置

（一部ふるさと信州寄附金基金活用事業）

30,141 H29当初 0

園芸品目の“強み”を伸ばし“稼ぐ力”の一層の強化を図るため、果樹の市場デ
ビューにあわせたプロモーションの実施や野菜の新たな課題解決方法のモデル
を構築等を実施します。
また、健康長寿県としての発信や農産物の消費拡大を図るため、農産物の機能
性食品表示を進めます。

　・果樹オリジナル新品種の市場デビューイベント、求評会の開催
　・野菜の新たなニーズ調査と新技術の導入等の普及実証
　・農産物機能性の分析と情報の発信

　　*果樹戦略品種等の栽培面積：1,884ha（H28）→2,176ha（H30）
　　*農産物の機能性を発信する産地数：０産地（H28）→３産地（H30）

374,809 H29当初 288,581

本県水田農業の体質を強化するため、園芸品目等の導入による経営の複合化
や県産米の高品質化、オリジナル品種の生産拡大、徹底したコスト削減を推進
し、競争力・ブランド力・収益力の向上を図ります。

　・水田経営の複合化の推進【競争力ＵＰ】
　　水田農家への最適な複合作物の導入提案や地域に適した作物の実証
　　展示ほの設置、複合作物の作付けに必要な農業機械等の導入支援
　・県産米の品質向上・オリジナル品種のブランド化【ブランド力ＵＰ】
　　１等米比率の高位安定に向けたプロジェクトチームの設置と課題解決に向
　  けた技術指導の展開、オリジナル米「風さやか」の作付拡大や認知度向上
    のためのＰＲ活動
　・徹底したコスト削減【収益力ＵＰ】
　　効率的な生産体系に向けた経営改善指導の実施や省力化技術の導入
　  に向けた現地検討会の開催と普及推進

*実需者ニーズの高い県オリジナル品種の作付面積：1,998ha(H28)→2,445ha(H30)



事　業　名
［事業改善シート番号］

事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

6
信州農業生産力強化対策
事業補助金
[090401]

農業技術課
園芸畜産課
農村振興課 H30要求

7
信州ワインバレー産地育成
事業費
[090402][090306]

園芸畜産課
農業技術課 H30要求

8 畜産振興事業費
[090406]

（新）・優良遺伝資源を活用した受胎性の高い体外受精卵の生産と供給
（新）・繁殖障害牛等の受胎率向上を支援

*豚の県内出荷頭数：107,394頭（H28)→H32までにプラス10,000頭

園芸畜産課 H30要求

10,189 H29当初 13,938

　　　・中核的な畜産経営体の畜舎や省力化機械等の施設整備への支援

（新）・養豚経営の診断に基づく繁殖性向上や子豚事故の低減対策の実施

「信州ワインバレー構想」を推進するため、ワイン産地の形成に向けた人材育成
やワイン用ぶどうの安定生産に係る取組を支援します。

　・ワイン用ぶどう生産やワイナリーの起業を目指す担い手を育成
　・健全なワイン用ぶどう苗木の生産拡大を支援
　・県内のワイン用ぶどう栽培関係者のプラットフォームを運営し、気象データ
　　の収集や双方向ネットワークを活用した研究を推進

　　*ワイン用醸造用品種の栽培面積：207ha（H28）→226ha（H30）

（一部地方創生推進交付金活用事業）

長野県農業の多様な生産力の強化を図るため、革新的新技術の現地への普及
やマーケットニーズに対応した産地の育成等を支援します。

（新）・革新的新技術の導入支援
　　　・園芸作物等農畜産物の生産施設・機械整備への支援
　
       　・事業実施主体：市町村、農業者団体等
　       ・補助率：１／２以内

　　*果樹戦略品種等の栽培面積：1,884ha（H28）→2,176ha（H30）
　　*りんごの高密植・新わい化の栽培面積：257ha（H28）→353ha（H30）
　　*夏秋期のレタス、はくさい、キャベツの全指定産地出荷量に占める契約取割合：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　36.1％（H28）→37.0％（H30）

50,000 H29当初 43,500

畜産の収益力の強化や高品質な県産畜産物の供給拡大を図るため、生産基盤
の強化などに取り組みます。

（新）・多産系種豚及び飼育管理システムの導入推進

*信州プレミアム牛肉の認定頭数：3,477頭（H28）→3,600頭（H30)

*体外受精卵移植技術（ＩＶＦ）卵の生産・供給：0個（H28）→ 50個（H30）

184,312 H29当初 175,131



事　業　名
［事業改善シート番号］

事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

9 国際水準ＧＡＰ推進事業費
[090302][090306]

農業技術課 H30要求

10 農業農村整備補助公共事 補助公共事業費
業費
[090503][090504]

農地整備課 H30要求
[債務負担行為額]

11 農業農村整備県単独公共 県単独公共事業費
事業費 生産基盤
[090503][090504] 農地防災

農地整備課 H30要求

12 直轄事業負担金 直轄事業負担金

農地整備課 H30要求

【新】

13
県産農産物食品産業利用
拡大推進事業費
[090201]

農業政策課農産物マーケティング室 H30要求

234,168千円

生産基盤 5,688,759千円
3,195,632千円
3,108,497千円

農地防災
農村整備

71,477千円
予　　算　　額区　　分

H29当初 10,985,293
[5,078,000]

計 11,992,888千円

11,992,888

区　　分 予　　算　　額

食品産業における地消地産を推進し、農業者の所得確保を図るため、県内食品
事業者の原料ニーズを把握し需要に応じた生産供給体制を構築することによ
り、食品産業における県産農産物の利用促進を図ります。

　・食品事業者に対する原料農産物の需要調査

計 305,645千円

305,645 H29当初 305,645

生産基盤
区　　分 予　　算　　額

*県が主催する商談会における農業者等の成約件数：208件／年（H28）→270件／年（H30）

442,322千円

442,322 H29当初 255,525

5,000 H29当初 0

*国際水準ＧＡＰ認証取得件数：14件(H28)→26件(H30)

41,464 H29当初 4,517

国際的な基準に基づく取引の拡大等へ対応できる農業経営体の育成を図るた
め、食品安全・環境保全・労働安全・人権保護・農場経営管理等の取組による農
業生産工程管理（国際水準ＧＡＰ）の実践とＧＡＰ認証の取得を推進します。

　　　・ＧＡＰの基礎を学ぶ研修会の開催や長野県ＧＡＰの実践支援
（新）・指導者の育成による国際水準ＧＡＰの現地導入・実践支援
　　　・国際的取引拡大への対応を目指す経営体による国際水準ＧＡＰ認証
　　　　取得の取組を支援
（新）・農業大学校におけるＧＡＰに関する授業の実施と認証の取得



事　業　名
［事業改善シート番号］

事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

14
「長寿世界一ＮＡＧＡＮＯの
食」輸出拡大事業費
[090201]

農業政策課農産物マーケティング室 H30要求

15
信州花き新需要創出事業
費
[090403]

*花き輸出額：4,022万円（H28）→6,000万円（H30）

園芸畜産課 H30要求

16
「信州ふーど」の魅力発信
事業費
[090201]

農業政策課農産物マーケティング室 H30要求

10,320 H29当初 7,320

県内の農業者や食品事業者等が観光等他産業と連携し、県産農産物をはじめ
とする食の由来、生産、食し方等を含めた食の魅力を発信し、県民等への「信州
ふーど」の浸透と県外・海外からの観光客に対する認知度向上を図ります。
　
　・大使・公使による「信州ふーど」の発信
　・「信州ふーど」提供宣言店の登録と情報発信
　・地産外消の推進による販路開拓支援

県産農産物等の安定的で継続的な商業ベースの輸出を拡大するため、輸出に
積極的に取り組む長野県農産物等輸出事業者協議会の海外展開を支援しま
す。

　　 ・輸出支援員(シンガポール１名、香港２名)による輸出拡大
　　 ・有望バイヤーとの商談による販路拡大(シンガポール、香港、台湾)
(新)・輸出拡大に向けた、｢輸出向け長期出荷体系｣の構築
(新)・県産農産物を活用し、海外での料理講習を中心としたＰＲの実施

*農産物の輸出額：５億６千万円（Ｈ２８）→２０億円（Ｈ３４）

海外から高い評価を受けている県産花きの輸出拡大や日常生活における新た
な需要の創出に取り組みます。
また、県産花きの魅力や、教育や医療・福祉等での幅広い活用について国内外
へ発信する「国際フラワーフォーラム2019」の開催に向けた準備を行います。

（新）・国際園芸博覧会における海外プロモーションの実施準備
　　　・花き輸出促進セミナーの開催
　　　・主要花きの海外プロモーションの実施
　　　・「信州”花活”プロジェクト」の実施
　　　・県内ホテル・旅館における県産花きの活用促進
（新）・国際フラワーフォーラム2019実行委員会の設置、運営
（新）・花き新品種展示会の準備

（一部ふるさと信州寄附金基金活用事業）

10,086 H29当初 2,926

*県産食材提供店：0店舗（Ｈ２８）→１００店舗（Ｈ３０）

（一部ふるさと信州寄附金基金活用事業）

26,712 H29当初 10,406



事　業　名
［事業改善シート番号］

事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

17
信州・食の“地消地産”推進
事業費
[090202]

農業政策課農産物マーケティング室 H30要求

【新】

18
農村で取り組む連携活動支
援事業費
[090603]

農村振興課 H30要求

19
農業資産等観光活用推進
事業費*
[090408][090503]

農地整備課
園芸畜産課 H30要求

信州の疏水・ため池などの「農業資産」や「釣り」の魅力を観光資源として活用
し、地域の振興を図ります。

（新）・観光資源として活用するための条件整備の支援
（新）・地域に人を呼び込む仕組み・体制づくりの支援
　　　・ＰＲコンテンツ等を作成し「農業資産」や「釣り」の魅力を県内外に発信
　　　・釣りを核とした地域振興の企画立案の助言・指導

*新たに観光資源として環境整備された疏水等の箇所数：５か所
*釣りによる地域振興を図る取組への指導箇所数：１か所

（一部ふるさと農村活性化基金活用事業、一部ふるさと信州寄附金基金活用事業）

11,250 H29当初 4,159

6,700 H29当初 7,240

県内で消費されている食品を県外産から県内産へ置き換える「食の“地消地
産”」の取組みを促進するため、宿泊・飲食施設、学校給食等における信州産食
材の活用促進や、農産物直売所の機能強化を図ります。

　・ホテル・旅館等での信州産食材活用促進
　・「食の拠点」化による直売所機能強化推進研究
　・学校給食等での信州産食材利用拡大の検討・アプローチ

*県産食材提供施設数：0施設（Ｈ２８）→１００施設（Ｈ３０）

（一部ふるさと農村活性化基金活用事業、一部ふるさと信州寄附金基金活用事業）

農村コミュニティを維持・強化するため、農村集落が潜在的に持っている地域力
を誘引し、知恵と工夫を活かす集落住民の意識醸成を図る取組みを行う市町村
やＪＡ等の活動を支援します。

　・事業主体　　市町村、ＪＡ、集落営農組織、ＮＰＯ法人等
　・補助率　　 　定額

*モデル地区数：0地区(H28)→４地区(H30)

（一部ふるさと信州寄附金基金活用事業）

9,500 H29当初 0


